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第14回【社会変動と家族②】育児期の家族生活と職業生活【これからの家族】個人化と社会的包摂　
●リアクションペーパー＃14
学生番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊講義で印象に残ったことや自分の考えに近いものをいくつでもチェック。
1　育児期の家族生活と職業生活について
□男女共同参画社会とは「男女がお互いを尊重し合い、職場、学校、家庭、地域などの社会のあらゆる分野で、性別にかかわらず個性と能力を十分に発揮し、喜びや責任を分かち合うことができる社会」をいう。
□日本国憲法第14条「すべて国民は、法の下に平等であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されない。」は、男女共同参画における「男女平等」原則の根拠となってる。
□男女共同参画社会基本法（1999:H11） 第二条一項は「男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会を形成すること」と規定している。
□2023年現在、日本のジェンダーギャップ指数（GGI）」は世界146か国中125位（ビリから数えて21番目！）
□2021年現在、6歳未満の子を持つ世帯の育児・家事関連時間は妻が7時間28分に対し夫は1時間54分しかなく、依然として「男は仕事、女は家庭」という性別役割分業が当たり前となっている。
□育児期の家族生活においては、男女ともに「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」が追求されている。
２．個人化と社会的包摂　
□近代社会における家族では選択不可能・解消困難な関係性が前提となっていた。このため個人の自由を制限し,抑圧する可能性がある一方、 個人（構成員）に対し経済的,心理的安定性を提供する可能性もあった。（個人は家族内に包摂されていた）
□現代社会における家族では、家族構成員一人ひとりの選択可能性が広がり、家族内での個人化が進む一方、「家族であること」 を選択する自由, 解消する自由 (未婚 ,子どもをもたない夫婦,離婚の一般化)が拡大し、家族自体の個人化（家族の消滅？）が進む。（個人は家族ではなく社会全体に包摂されねばならない）
□家族の個人化の進行は、選択の自由を行使できる者（強い個人）とできない者（弱い個人）への二極化や格差の拡大・階層化に向かっている。
□家族から排除される人・家族を形成できない人・家族の中に取り残される人、弱い個人（子ども・高齢者・女性・障害者・失業者）には社会的支援が必要となる。
□社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）とは、社会的にっ個人を包み込むこと、つまり誰も排除されず、全員が社会に参画する機会を持つことを意味する。
定期試験の筆記問題の練習
【問題】　「家族の未来」について、あなたの考えをを述べなさい。 （400文字程度）

